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論 文 内 容 要 旨
&整理番号 7 8 8 氏 名 松 本 插 一
学位論文題目
Contribution of a K CNH2  variant in genotyped long QT syndrome: 













られた.6 名の発端者(26± 23歳）はさらに別の変異も伴っており，その6 名のうちの 
2 名には情動刺激や電話の呼び出しベルを契機とした失神歴があった.これらの6 名 




症が 1名，徐脈が1名であった.p.H is492Tyrの遺伝子変異を含む複数の遺伝子変異 
を有する場合のQTc時間が 481±40msだったのに対して，p. His492Tyrの遺伝子変異 
のみを単独で有する保因者のQTc時間は445±10msと顕著に短縮していた(p=0, 041).
(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的•方法•結果•考察•結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。


























別 紙 様 式 8 (課程博士 • 論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 788 氏 名 松本祐一
論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと




1 )  先天性、二次性 QT延長症候群を呈する9 1 8名において 3 8 9例に LOTS関連遗伝子の変 
異を同定し、そのうち 1 0例で KCNH2遺伝子にH492Y変異を認めた。そのうち 4 例は H492Y 
変異単独変異、6 例は H492Y変異以外にもチャンネル関連遺伝子に複合変異を認めた。




内容に関連した試問を実施したところ合格と判断されたので、博 士 （医学）の学位論文に 
値するものと認められた。
(総 字 数 4 3 2字)
(平成 2 9 年 1 月 2 4  0 )
